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雑誌紹介

BeeWorld 76巻4号 (1995)には,3編

の論文が収録されている.

Showlerは,｢イギリス養蜂協会 (BBKA)

発展の軌跡｣を,次巻77(1)に続く2編に渡

って述べている.前編では,1890-1939年,

第2次世界大戟初期までのBBKAの歴史を播

き,時勢を背景とした,協会設立から発展期の

養蜂をかいまみることができる.戦争が投げか

けた問題と養蜂への影響,半世紀に渡る先人養

蜂家のBBKA具現化への足跡などをっづった

長編論文である.

A11enは,ネパール滞在経験に基づいて,｢ネ

パールにおけるミツバチと養蜂｣の特徴と現状

を述べている.標高約8000mのヒマラヤ山脈

を中心とする山岳地域が国土の8割を占め,多

様な地理的環境や気候を持っネパール.そこに

生息するミツバチの種類,蜜源,病気などの問

題点や,また興味深い,特徴的な養蜂を紹介す

る一方で,ネパール養蜂の今後の発展を検討し

ている.

GlinskiandJaroszは,前号 (3号)の ｢物

理的,生化学的防衛｣に続く,｢ミツパテの細胞

性及び,液性免疫防衛｣と題した,ミツバチ体

内の免疫機構について述べる.その中でミツバ

チの体液中に兄いだされた抗菌性タンパク質で

あるアピダエシンに注目している.このタンパ

ク質は広い抗菌スペクトルを有し,ミツバチの

免疫システムを構築する主役となっている.そ

の他種々の抗菌性タンパク質,体内への異物侵

入に対する特異的反応機構の詳細が紹介され,

前報と併せて,様々な生物に対す去ミツバチの

防衛手段を総合的にまとめた大論文になってい

る.

JournalofApiculturalResearch 34巻

2号(1995)には,6編の論文が収録されている.

Goodwinの ｢マル-ナバチの季節フェノロ

ジーと季節発生量｣は1985-1989年の南イギ

リスでのマル-ナパテの季節消長に関する論文

である.マル-ナバチ類の早期,中期,長期営

巣型の各種について,女王蜂,働き蜂,班バチ

の発生は段階的で,コロニーサイクルの長さが

延長されると発生時期も長 くなる傾向にあっ

た.コロニーの成長は,中期,長期営巣型では

6月上旬にピークとなりそれが生殖段階への移

行に影響すると報告している.

Farinaは,｢糖濃度がセイヨウミツバチ採餌

蜂の栄養交換に及ぼす影響｣の中で,10-50%

の5段階の濃度のショ糖液を与えた,あるいは

一定濃度で,給餌量を20,40pl,満腹のいずれ

かとした給餌蜂を設定し,受け手となる働き蜂

との栄養交換行動を観察している.その結果,

濃度 20%以上で,給餌蜂が栄養交換度を増

加させ,また蜜胃容量が多いほどその頻度が高

くなった.これは収益性を上げるために有効な

蜜源情報伝達のコミュニケーション手段である

と結論している.

Nordstrom は,｢-チミツ中のアメリカ腐姐

病菌 Bacilluslarvae検出のための5種培地の

比較｣と題して,各培地を,空気か5%以下の

炭酸ガス供給下において培養を試みている.そ

の結果,MYPGP培地 とJ培地で Bacillus

larvaeの成長増進が確認された.特に5%以下

の炭酸ガス供給下でのMYPGP培地では,-

チミツ中に腐姐病菌の芽胞がわずか200個程

度混入しているだけでも,95%以上の確率で検

出可能であった.したがってこの方法によれ

ば,より精密なハチミツの品質検定が可能とな

り,アメリカ腐粗病の蔓延の防止も期待できる

としている.

Mossadeghは,｢イランにおけるチョーク病

の発生｣を報告している.1993-1994年にイラ

ンで,94の養蜂場の,セイヨウミツバチのチョ
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-ク病検査を行ったところ, 8%に感染が認め

られた.死蜂児200個体について切片の顕微鏡

検査を し,そのうち96%にハチノスカビ

Ascosphaeraapisを認め,残り4%にもチョ

ーク病を誘発する栄養細胞を確認した.これは

イランにおけるチョーク病発生の報告としては

最初のものである.

JournalofApiculturalReseach 34巻3

号 (1995)には7編の論文が収録されている.

DegrandトHoffmanは,｢ヒマワリ稔性花の
花粉の雄性不稔花への伝播におけるミツバチコ

ロニーの役割｣について述べている.異種のヒ

マワリを交雑させる場合,雄性不稔系統を利用

するが,この実験によって,稔性花の頭状花序

に訪花したことのない採餌蜂も,雄性不稔ヒマ

ワリの交雑成立に関与していることが明らかに

なった.これは,コロニー内の稔性花粉採餌蜂

により,巣内に持ち込まれた花粉が,何らかの

形で巣仲間に付着することによるものと考えら

れる.また稔性花粉の採集蜂の数と,巣内で他

の働き蜂に移動する花粉量との関係についても

述べられている.

Richards は,｢アルファルファ-キリバチ
(Megachilerotundata)のクロ-バーのポリネ

-クーとしての有効性｣を報告している.-辛

リバチだけをポリネ一夕-としたケージと,あ

らゆるポリネークーが自由に訪花する場所に,

それぞれクローバー4種をおいて,種子生産率

を調べたところ,数値は小いのの大差はなかっ

た.数値が小さくなったのはおそらくケージそ

のものがハキリバチの採集活動に影響したもの

と考えられる.よってこの-キリバチはクロー

バーのポリネ一夕tとして有効であり,種子栽

培者や,養蜂家が,花粉媒介を考える際の選択

肢の一つとして加えることができるとしている.

Dalyetal.は ｢ミツパテの形態計測｣に関

し,アフリカ蜂化 ミツバチと,セイヨウミツバ

チを識別する形態計測においては,統計的には

血縁が形態の変異と直線関係を示すとされてい

るが,生育環境の違いが形態に影響するかどう

かの検証を行っている.育てられる際の働き蜂

の数を育児蜂:卵を,0.5:1,1:1,5:1,100:

1の比に設定し,育った働き蜂の各形質につい

て調べてみたところ,極端に負担の大きい育児

環境では育児蜂による調節によって育児蜂:卵

が5:1になるよう保たれることが明らかにな

った.そのため極端な状況下でも,現在用いら

れる形態計測は適応できることが証明できた.

Quezada-Euanetal.は,｢メキシコユカタ
ン半島に生息する野生 ミツバチのヨーロッパ型

形態およびミトコンドリアDNAの残存｣ と題

して,ユカタン半島における野生 ミツバチコロ

ニーから,アフリカ蜂化 ミツバチの遺伝的実態

を調査しようと試みている.形態計測とミトコ

ンドリアDNA解析によると,野生コロニーの

多くはヨーロッパ型の遺伝子移入の見られない

完全なアフリカ種であったもの,2割がヨーロ

ッパ形態を示し,多様な組み合わせが確認され

た.ユカタン半島はもともとセイヨウミツバチ

がたくさん飼育されていたためにアフリカ蜂化

がゆっくり進行したといわれているが,このよ

うにヨーロッパ型遺伝子が残り,また雑種が少

ないなどの観点からアフリカ蜂化のメカニズム

にもヒントを与える研究となっている.

ApieulturalAbstracts 46巻4号 (1995)

には文献番号 1165/95から1506/95まで

の,342編が収録されており,日本からは9編

の論文が掲載されている.

ApiculturalAbstracts 46巻5号 (1995)

には,1507/95から,1569/95までの63編

が収録されており,日本からは,4編の論文が

掲載されている.巻末に項目索引と著者索引が

付記されている.

昨今の農作物の花粉媒介におけるミツバチ以

外の-ナバチの利用の普及 (今号p.67-70参

輿)を受けて本誌にも多くのポリネ一夕tが登

場する.5号の索引で,"pollination"の項を調

べてみるとハナバチ類による花粉媒介に関する

論文がのベ225報ある.このうち特にミツバチ

に関するものは118報,マルハナバチ31報,

その他の-ナバチ類はミツパテ上科としたもの

を含めて76報にもなる. 索引上属名が明らか

な-ナバチは20属近 くと多岐にわたってい

る. (市川 直子)


